
№ 項　　　　　　目 評価

1

〔個別プラン〕
本校は、児童生徒や保護者の願いを考慮し、実態に合っ
た「個別プラン」を作成(評価までを含む)して提示して
いる。

Ａ

2

〔主体的に取り組める教育活動〕
本校は、児童生徒が主体的に取り組める活動を設定し、
適切な教材などを使い、児童生徒に合った支援を行って
いる。
例：のびのびタイム・ゆうゆうタイム・仕事・くらし・レイン
ボータイム・学部行事・学校行事 などの場、環境設定や
支援ツールなど

Ａ

3

〔情報共有〕
本校は、日々の学習活動や行事などの様子を保護者に
丁寧に伝えている。
例：個別教育相談会、連絡帳、学部だより、学校だより
（八ツ島だより）、ホームページなど

Ａ

4

〔安全教育〕
本校は、児童生徒の安全や事故防止のための研修や体
制作りに努め、児童生徒の安全教育を行っている。
例：長期休業前の生活指導、安全教育、避難訓練の実
施、教職員による安全点検や防犯研修の実施など

Ａ

5

〔情報教育〕
本校は、授業で必要に応じて情報機器（タブレットやパソ
コンなど）を活用し、その際のルールやマナーなどの学習
を行っている。
例：授業での情報機器活用、ＳＮＳの取り扱い、情報モラ
ルに関する学習など

Ａ

6

〔保健教育・食育〕
本校は、健康な体づくりのため、保健教育、食育、運動な
どの学習を適切に行っている。
例：保健教育･食育の授業実践や掲示物、運動の授業、
各健康診断の実施、健康観察(学校､家庭)など

Ａ

7

〔キャリア教育〕
本校は、自立した生活を送るために必要な力(例：コミュ
ニケーション力、生活管理、意思表示など)を育むため
に、人や社会と関わったり、集団の中で役割を果たしたり
する活動を設定している。
例：のびのびタイム、クラス遊び、ゆうゆうタイム、グループ
くらし、仕事、生活、レインボータイムなど

Ａ

8

〔進路学習・進路指導〕
本校は、進路選択の参考となる情報提供、事業所などの
見学・体験実習、進路に関する相談対応を適切に行って
いる。
例：進路説明会、進路だより、進路学習会、事業所見学
会、体験実習・現場実習、進路相談会、進路ケース会議
など

Ａ

9

〔教育相談〕
本校は、保護者が児童生徒のことで困ったことがあると
きや児童生徒が伝えたいことがあるときなどに、話し合え
る場を設け、相談しやすい状況にある。
例：個別教育相談会、進路相談会、からころ教室、おしゃ
べりサロン（保護者）、おしゃべりタイム(児童生徒)など

Ａ

10

〔地域交流〕
本校は、地域（児童生徒の居住地、本校の所在地域、附
属学園、卒業後の生活域）とつながりをもちながら教育
活動を展開している。
例：オンライン・作品交換・対面での交流、作品展示や販
売活動での交流、現場実習先や放課後等デイサービス
事業所との連携など

Ｂ

Ａ
Ａ⁻
Ｂ
Ｃ

令和6年度　教育活動に関するアンケート　集計結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保護者）

※評価　 Ａ ：「十分あてはまる」と「あてはまる」の合計が90％以上,かつ「十分あてはまる」の割合が40％以上
　　  　　　　Ａ⁻：「十分あてはまる」と「あてはまる」の合計が90％以上，かつ「十分あてはまる」の割合が40％未満
　　　  　　　Ｂ  ：「十分あてはまる」と「あてはまる」の合計が80％以上，90％未満
　　　  　　　Ｃ  ：「十分あてはまる」と「あてはまる」の合計が80％未満

※回答数　52名/55名 　　　※「わからない」の回答は計上しない
※グラフ中の数字の単位は（名）白 文字白文字白文字白文字白

34 16 1

十分あてはまる あてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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18 26

26 23 2

31 19

15 29 5

26 25 1

31 18 1

26 24 1

30 19 1
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改善策・向上策

項目や記述内容について、検討・精選していく。
これまで同様に丁寧な提示と説明を行っていく。
プラン内容を確認し、活動づくりに生かす。

②教育活動 A

学部内や学部間のつながりを検討しなが
ら、個のニーズに応じた活動づくりがで
きた。大学の助言者との連携を深め、
個々の学びに焦点をあてた事例研究の成
果といえるのではないか。

大学等と連携した研究をとおして、児童生徒が主体
的に取り組める活動づくりを進めていく。
より適切な教材や支援の在り方について検討する。
また、発達段階に応じた課題を設定していく。

項目

教育課程
生活教育

①個別プラン A

複数の教師で児童生徒の実態把握を行
い、個別プランを作成した。個別教育相
談会で丁寧にやり取りできた。

③情報共有 A

各種おたよりや連絡帳、相談会等をとお
して、活動の様子を伝えることができ
た。
連絡アプリ（コドモン）を活用し、情報
共有することができた。

評価の分析と課題

より効果的な情報共有の手段やタイミングについて
検討し、保護者に説明する。連絡アプリ（コドモ
ン）を用いた情報発信を進める。
個人情報の保護に十分留意しながら、ホームページ
等での適時の情報共有に努める。

見学会や学習会、進路だより等で児童生
徒や保護者のニーズに応じた進路に関す
る情報を適宜発信することができた。
相談支援専門員も交えた進路相談や、生
徒や保護者のニーズに応じた情報提供を
行った。

進路や将来の生活に関連する情報を整理し、児童生
徒や保護者のニーズに合ったものを学習会や相談会
等で共有する。
進路相談や現場実習、体験実習について、より生徒
のニーズに合った時期や方法について検討する。

生徒指導
保健教育

④安全教育 A

避難訓練後におたよりを発行し、訓練の
様子を具体的に伝えることができた。日
常実施している安全教育についても、連
絡帳等を通じて伝えることができた。

今年度同様、学校で実施している安全教育の内容に
ついて、おたより等をとおして、保護者に周知して
いく。

⑤情報教育 A

個々の実態に応じて、個別学習や集団活
動の中で、タブレット端末の活用や情報
モラルについての学習を実施した。
「インターネット安全安心利用通信」の
ホームページを連絡アプリ（コドモン）
を使用して保護者に周知した。

個々の実態に応じた情報機器の扱い方や情報モラル
についての学習を行う中で、外部講師の活用も検討
していく。
学校で実施している情報教育について、おたより等
をとおして、保護者に周知していく。

⑥保健教育
・食育

A

・ ・

・

・

地域交流 ⑩地域交流 Ｂ

各学部の教育活動を生かした交流につな
がるように、内容や方法について検討
し、居住地校交流や学校間交流、虹の市
等の地域交流を実施した。
互いの学校行事等の関係で複数回の交流
実施が難しい現状や、地域交流の実績が
保護者に十分に周知されていないことも
あった。

本校の児童生徒や交流相手のニーズに応じて、日頃
の生活に関連した交流活動を計画・実施していく。
地域交流の内容をおたよりや連絡帳等で適時に発信
する。

・

・

・

・

・

・

養護教諭や栄養教諭と連携し、児童生徒
の実態に応じた保健教育・食育を行っ
た。
保健教育や食育について、ホームページ
やおたより、連絡帳等で伝えることがで
きた。

・養護教諭や栄養教諭と連携した教育活動について、
さらに効果的な取り組みを検討する。また、長期休
業中の生活や運動習慣について啓発していく。

教育相談・
センター的
機能

⑨教育相談 A

児童生徒対象のおしゃべりタイムを定期
的に実施したことで、児童生徒の現状に
ついて理解が深まり、日々の生活に生か
すことができた。

より児童生徒や保護者のニーズに沿った各種相談会
の実施方法について検討する。

進路指導
キャリア
教育

⑦キャリア教育 A

児童生徒の実態把握を丁寧に行いなが
ら、キャリア発達（自己理解、他者理
解、コミュニケーション力、働く力、自
己選択など）を意識した活動づくりを
行った。

キャリア教育の視点を意識した、児童生徒のニーズに応
じた教育活動を継続して設定する。

⑧進路学習・
進路指導

A
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